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水面に映る城山の桜

「新しい職業の時代」

石川県科学教育振興会会長

津田駒工業株式会社 代表取締役会長

菱 沼 捷

ほんの2~3年前まで、 水素で自動車が走る、 プリ

ンタ ー で家を作るなどと聞くと大変興而した記憶があ

りますが、 今となっては取り立てて競くほどではなく

なりました。 今や、 人工知能が自分で小説を杏くよう

になり、ロボットが店頭で接客するようになりました。

あるテレビ番組では、 大阪府内のある小学校の調査

結果を紹介していました。 4年生男子の将来の夢につ

いて、 ①サッカ ー 選手、 ②医者、 ③ユ ー チュ ー バ ー と

いう回答が出たということです。 ユ ーチュ ー バ ー とい

うのは、 YouTube (Googleが運営する動画共有ポ ー

タルサイト）に動画を投稿することで収入を得る人の

ことです。 また、 職業能力開発総合大学校の谷口教授

が、 注目の職業として、 ホワイトハッカ ー 、 プロゲー

マ ー 、 ドロー ン操縦士などの仕事も紹介されていまし

た。

ニュ ー ヨ ー ク市立大学のキャシ ー ・ デビッドソン教

授が「2011年度にアメリカの小学校に入学した子供た

ちの65％は、 大学卒業時に今は存在していない職業に

就くだろう」と予測したことも話題を集めました。

2020年代後半にどれだけの新しい職業が生まれている

か、またそれが産業として根付くかは分かりませんが、

私達の知らないところで、 かつてないスピ.:....ドで様々

に新しい
“

もの
＂

や
＂

こと
＂

が生まれ続けることは確

かです。

こうした変化のベースは、ITの進化に伴う科学の

誘異的な進歩です。 果たして、 こういう時代に、 子供

たちに何を期待すべきか、 何を教えるべきか。 私たち

が考え直さなければならない大変重要な問題です。 先

頃、 馳浩文部科学大臣が「ゆとり教育からの決別」を

宣言されました。「決別」しなければならないほど、

深刻な状況だったのかと心が痛みますが、 決別という

選択は正しいと思います。 ゆとり教育という大人の

「あせり」の中で、 時間も方法も質も同じレベルで論

じられて、 本来論じられるべきものまで削減されてし

まったことに問題があったように思います。 本質はは

ずしてはなりません。 私たち経済界に臨き換えるとお

客さま抜きで商売をするようなものだと思います。

個々の現場が、 こんな人材を育てたいというイメ ー ジ

あるいはフィロソフィ ー をもって、 指祁にあたらなけ

ればなりません。

子供たちには今までにないチャンスが待っていま

す。 しかし、 光もあれば影もある世界です。 彼ら自身

が自ら選択し、 それを乗り切るための知的な教養を授

けることが、 私たちに課せられた使命であろうと思い

ます。 そのために、 私たちは一思、 社会の変化を見つ

め、 未来を展望しながら子供たちを蒻いていかなけれ

ばなりません。
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第53回 越馬徳治科学賞
～平成27年度 受賞者・受賞校の概要～

平成27年度の越馬徳治科学政の表彰状授与及び助成金交付式が、 平成28年2月17日（水）石川県教育センタ ー にて

菱沼会長をはじめ、 業界や学校関係者参列のもと開催されました。 受買者・受賃校に表彰状・助成金ならびに記念品

などが授与されました。（本文中の勤務校や所属は平成27年度のものです。）

1 個人表彰

金沢市立三和小学校 教諭 戸 田 真 実

輪島市立河井小学校を初任に、金沢市立三谷小学校、

同弥生小学校、 金沢大学附属小学校を経て現在に至

る。 研究面では、 越馬徳治科学教育研究奨励、 全国小

学校理科研究大会等での実践発表がある。 指祁面で

は、 金沢市少年少女発明クラブ指禅員を務め、 県発明

くふう展等の指祁にあたっている。 また、 校内でも理

科担当として発明協会主催チャレンジ創造コンテスト

の指祁を行い、 全国大会出場も果たしている。 さら

に、「理科の学習」編集委員、 金沢市小学校教育研究

会理科部会運営委員、 金沢市教育委員会主催理科研修

会の講師も担当し、 理科教育の振興に貢献している。

金沢市立大徳中学校 教諭 百 々 加奈子

金沢市立清泉中学校を初任に、 現在に至る。 研究面

では、 石川県理科教育研究大会での実践発表がある。

指尊面では、 夏休みの自由研究の推進を積極的にはか

るとともに、 研究の支援なども意欲的に行い、 科学作

品展への出品数を伸ばした。 高峰伐を受共する俊秀な

生徒に対しても基礎実験から応用実験まできめ細かに

指禅した。 また、 理科担当教員として理科室の現境整

備に努めるとともに安全面を優先した理科室経営につ

いて研究を行っている。 さらに、 道徳教育推進校の指

定を受け、 生徒の道徳的価値観を深める理科の授業づ

くりにも努めており、理科教育の振典に貢献している。

石川県立金沢伏見高等学校 教諭 見 砂 智 子

石川県立盲学校を初任に、 同 金沢西高等学校、 同鶴

来高等学校を経て現在に至る。 研究面では、 越馬徳治

科学教育研究奨励、 石川県高等学校理化研究大会、 北

信越理科教育研究大会での実践発表がある。 指尋面で

は、 文部科学省GLOBE推進事業の指定を受け、 担当

者として「伏見川における水生生物と水質の調査」に

関して生徒の活動支援と取りまとめを行った。 また、

石川県高等学校教育研究会理化部会において、 県理事
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や特別委員等を務めるとともに、 長年にわたって化学

実験書検討委員として実験害の改訂に携わってきた。

さらに、 金沢地区生活化学実験研究会の代表としても

活躍しており、 理科教育の振興に貢献している。

2 功労者表彰

金沢市立材木町小学校 教頭 櫻 井 ゆかり

美川町立美川小学校を初任に、 金沢市立材木町小学

校、同三谷小学校、同大徳小学校、同南小立野小学校、

石川県教育センタ ー 研修課指森主事、 同研修課担当課

長を経て現在に至る。 研究面では、 越馬徳治科学教育

研究奨励での実践発表や、 石川県教育センタ ー 研究紀

要「石川の自然」を執籠した実組がある。 指森面では、

金沢市児童科学教室の指禅員として科学教育の充実に

取り組んだ。 また、「理科の学習」の編集担当者、 学

年編集買任者を務めるとともに、 長年にわたって石川

県理科教育協議会の幹事、 常任幹事を務め、 石川県理

科教育研究大会（ 金沢大会） の運営委員としても活躍

し、 理科教育の振興に貢献している。

珠洲市立三崎中学校 校長 小 杉 直 基

石川県立ろう学校を初任に、 内浦町立小木中学校、

同松波中学校、 内浦町派逍社会教育主事、 石川県教育

委員会奥能登教育事務所社会教育課長、 珠洲市立三崎

中学校教頭等を経て現在に至る。 研究面では長年にわ

たり 「自作教材の効果的活用」について研究を続け、

数多くの授業実践の報告と研究発表を行った。 指尊面

では、 多くの自作教材を活用し、 科学の面白さや楽し

さを伝える指浮を行うとともに、 科学作品コンク ー ル

の指琳においても熱心に取り組んだ。 また、 学校教育

研究会理科研究会の幹事を長年にわたって務めるとと

もに、 地域の地層や化石などの観察会講師としても活

躍し、 理科教育の振興に貢献している。



石川県立小松明峰高等学校 校長 棒 田 章 夫

石川県立津幡高等学校定時制を初任に、 同金沢辰巳

丘裔等学校、 同金沢桜丘高等学校、 同津幡高等学校教

頭、 同小松高等学校教頭、 同金沢西高等学校教頭、 同

副校長、 同羽咋工業高等学校校長を経て現在に至る。

研究面では、 石川県理科教育研究大会や北信越理科教

育研究大会での研究発表の実組がある。 また、 石川県

高等学校理科I研究協議会事務局長、 石川県高等学校

教育研究会理化部会副会長、 同会長、 石川県理科教育

研究協議会副会長、 同会長を務めるなど、 理科教育の

振典に貢献している。

3 学校表彰

金沢市立富樫小学校 （校長 山 岸 郁 生）

当該校は、 理科に関する学校独自の取組を通して理

科研究の推進に努めている。 夏季休業中に、 子ども達

の科学への興味•関心を高めるために「おもしろ実験

科学教室」を開催したり、 科学研究の支援を行うため

に夏季休業を前中後期に3分して「理科相談日」 を設

定し、 相談を受けたり実験器具を貸し出したりしてい

る。 その結果、 金沢市児童生徒科学作品コンク ー ルお

よび石川県児童生徒科学作品コンク ー ルにおいて多く

の受宜者を盟出している。 さらに、 金沢市商工会議所

会頭貨（学校貨） を2年（平成26、 27年度）続けて受

宜している。

金沢市立森本中学校 （校長 佐々木 清 嗣）

当該校は、「わかる授業の実践」「基礎・基本的事項

の定着」「観察実験などに積極的に取り組む」ことを

課題として研究に取り組んでいる。 その実践の一つと

して、 観察実験に主体的に取り組む生徒の育成にむけ

て理科室内の実験器具を整備している。 長期休業中な

どは、 希望する生徒に理科室を開放し、 教師がアドバ

イスしている。 その結果として、 石川県児童生徒科学

作品コンク ー ル科学教育振典会長賞（平成27年度）、

石川県発明くふう展発明協会会長巽（平成26、 27年

度）、 高峰買個人伐（平成23、 25、 26、 27年度）、 高峰

奨励買（平成21、 23、 27年度） を受宜している。

»

 

4 学校助成

輪島市立河井小学校 （校長 新 田 香）

輪島市立輪島中学校 （校長 小 川 正）

石川県立輪島高等学校（校長 浦 一 正）

平成28年度に輪島市で開催する、 第53回石川県理科

教育研究大会の公開授業担当校として、 小・中・高等

学校をつなぐ理科教育を積極的に推進している。

5 研究機関助成

石川県教育センタ ー （所長 池 廣 巖 雄）

理数教育の充実に向け、 理科教員の指瑞カ・実験力

向上のための研修を実施し、 科学教育の振興•発展に

努めている。
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越馬徳治科学教育研究奨励の概要

エネルギーの意味を考える授業

～力学的エネルギー保存の法則を通して～

金沢学院東高等学校 非常勤講師 村澤 晃一

はじめに

高校物理においてエネルギー の概念を学ぶことは重

要であるため、 法則を教えて問題が解けるようになる

だけで終わらせたくないと考えていた。 そこで本研究

では、 エネルギー の意味を捉えるよう学習を発展させ

るために、 力学的エ ネルギー保存の法則を特殊な条件

で用いる授業案を計画した。 これによって、 異なる現

象はエネルギー保存則によって変換でき、 比較できる

ことを実験と共に授業で扱うことができた。

実験1. 高さと速さの比較

ジェットコ ースタ ー モデルの実験装置を組み、 ある

嵩さから運動させた小球が地面付近に来た時の速さを

測定させる。 高さh を変えながら最下点での小球の

速さvを測定し、h - Vグラフにすると曲線で結ぶこ

とができるが、 どのような関数なのかを考える。

h、vをそれぞれ位阻 エ ネルギ ー 、 運動 エ ネルギー

に変換してグラフにすると、 力学的エネルギー保存の

法則から直線のグラフが得られる。 これによって、 エ

ネルギーが位置エネルギーから運動エネルギーに変換

されたという意味づけが得られる。 さらに、h - Vグ

ラフが二次曲線となることが確かめられる。

実験2. バネの変化と速さの比較

バネの力を利用して小球を発射させる実験装罹を組

み、 小球を弾き飛ばした時の速さvを測定させる。 ま

た、 自然の状態からバネを変形させた距離xも記録

させ、X - Vグラフにする。 実験1と同様に、 エ ネル

ギー に換坑すると直線となり、 力学的エネルギー保存

の法則から蔚＜式と対応させることができる。 さら

に、x-vグラフが直線となることも確かめられる。

まとめ

本研究によって、 異なる物理菌の変換のグラフと式

を、 背後にあるエネルギー の変換から祁き、 実験結果

との一致を確かめることができた。
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子どもが創る理科

～予想や仮説をもち、計画的に追究する子を目指して～

金沢市立夕日寺小学校 教諭 別宗 美幸（他2名）

今、 子ども達には、 意欲的に学び、 確かな知識・技

能を取得し、 それを活用する力が求められている。 子

ども達が主体的な学びの中でこの力を獲得できるよう

な理科の学習を「子どもが創る理科」 として主題に据

えた。 主題に迫るために、 予想や仮説を持ち、 計画的

に追究する子をめざして、 を副題として設定した。

研究実践は、 第5学年「物のとけ方」で行った。 本

実践では、 意欲的に追究し、 確かな学びを得るために

次の2つの視点を大切にした。

一つ目は、 見通しを持って調べ、 きまりを見出す単

元構成である。 まず、 磁入では、 形の違う2つの容器

を使い、 物のとけ方を観察させた。 とけ方が異なった

ことで、 子ども達は教師の意図に沿った疑問を出し

合っており、 単元を見通した課題意識を持たせること

ができた。 また、 一次、 二次では、 既習をもとに予想

や実験方法、 仮説を考えさせるために、 表やグラフ、

掲示物などに工夫を取り入れた。 溶かした物や条件に

よって色分けすることで、 結果を視党的に比較し、 考

察できるようにした。 また、 クラス全体でグル ー プご

との結果を考察することで、 規則性を見出し、 確かな

学びに繋がるようにした。

二つ目は、 個の追究意欲を裔める教師の評価と支援

である。 単元を通して、 イメ ー ジ図を活用した。 個の

考えを表現させたり、 友達の考えを共有させたりする

のに役立った。 図のかき方など、 子ども達と共通理解

をしながら進めていくことで、 クラス全体で話し合い

を深めていくための手立てとなった。 さらに、 めざす

子どもの姿を明確にし、 子どもの思考や行動を前もっ

て予測し、 表にまとめておいた。 即座に評価をし、 的

確に支援することができた。

書くことを通して探究する子を育てるために

金沢市立三和小学校 教諭 戸田 真実

予想の根拠や考察を説明することが苦手な児童が見

られる。 そこで、 考えを書くことを手立てとして、 主

体的に知識を活用して自然の特性を見通し、 調べた結

果を読み取ろうとする子を育てたいと考えた。

まず、 3年単元「花がさいたよ」「実ができたよ」



で、 つぼみ、 花、 実を比較観察し、 それぞれの形につ

ながりがあることをとらえさせた。 それによって、 変

化のきまりを確認したり、 巧みなつくりをこらえたり

することができるようにした。

3年 「風やゴムで動かそう」では、 ゴムで自由試行

する場面をもうけ、 ゴムのはたらきについて見通しを

もたせた。 そこで児腐が発見した課題＜輪ゴムに引っ

かける物が太いと、 ねじったとき、 物を動かすはたら

きはどうなるのか＞に取り組んだ。 予想の根拠を害＜

際、 簡単な図を害いて考えやすくなるようにした。

初めて観察する微生物の簡単な培養実験方法

金沢学院東高等学校 教諭 荒井 幹太

1. はじめに

中学3年生の「自然と人間」、 高校生の生物基礎·

生物の「 生態系 」で分解者（菌·細菌）が出てくるが、

教科書の挿し絵や顕微鋭の写真を見るだけで、 実際に

コロニ ー を見て培養・はたらきを観察することはほと

んどない。 また私自身、 大学の基礎実験で、 自分の手

や土嬢中の微生物を培養・観察した時の感動は今でも

覚えており、 ぜひ、 このような感動を中学・高校生か

ら体験させて、 理系への関心を持たせる一つのきっか

けにしたい。 そこで、 本格的な実験装置や寒天培地が

なくても、 100円ショップで購入した食品、 日用品や

台所用品など身近なものを使用して、 滅菌·培地作り・

培養・廃棄など取り扱い方を習得させ、 微生物の培養・

能力を観察することを検討し試みた。

2. 内容の要約

．培地の作成•••100円ショップに売っている食品 ・容

器で完成させた。 寒天、 コンソメの素、 グラニュ ー

糖を水に溶かし、 弁当用タッパウェア ー に入れた。

・滅菌•培地は、 電子レンジを使用して滅菌した。 ま

た、 無菌ボックスを作成して、 その中で培地に指を

付けたり、 土壌中の微生物を培蓑させた。

．培養•発泡スチロー ルの箱に培養したい容器とカイ

ロを入れ、 培養させた。

・廃棄•••圧力鍋で加熱滅菌させて、 廃棄した。

3 成果と課題

本校には、 クリ ー ンベンチや乾熱滅菌器、 圧力鍋な

どの実験装置や、 寒天培地、 滅菌シャ ー レなども揃っ

ているので比較しながら培蓑実験を行ったが、 今回の

実験方法で行っても微生物の培蓑・観察は確認できた。

また、 今回の実験を行ったことにより、 ノロウイルス

などの食中毒の予防や、 生物基礎の「 免疫」の分野に

も関心が高くなったと思われる。 特に免疫では、 リゾ

チー ムの生体防御の仕組みや、 空気中の微生物を培養

したことにより、日和見感染について理解が深まった。

今後は、 この培地を使って、 梅干しやにんにくなど

を食品の持つ抗菌性を調べたり、 抗菌グッズの抗菌活

性効果を調べたい。 また土壌中のタンパク質分解菌な

どの有用微生物の単離微生物のはたらきにも目を向け

させていきたい。

ヽ

占
i』

＇
 
ー•
 

無菌ポックスを使用しての実験

中学校における「発展的な内容」に関する

授業デザイン

ー中学3年生「仕事とエネルギー」の単元開発 ー

石川県立金沢錦丘高等学校 教諭 沖野 信ー（他4名）

本研究は、 中学生に対して高等学校への接続を 円滑

にするために、 中学3年生における単元「仕事とエネ

ルギー」 の授業を 「発展的な内容」を含めて授業のデ

ザインを行い、 デザインされた授業を実践することで

新たな知見を得ようとするものである。

本研究では、 単元「仕事とエネルギ ー 」（総時数15

時間）のうち、 最後の3時間に 「発展的な内容」を組

み込み、 中学校・高等学校の教員が合同で教材開発を

行った。 「発展的な内容」のねらいは、 「物体は、 され

た仕事の分だけエネルギー が変化する。」という科学

的な概念を形成することとし、 負の仕事やエネルギー

に関する定杭的な扱いを含めた授業の展開を試みた。

これらの内容は、 通常においては中学校で取り扱わな

いものであり、 高等学校の 「物理基礎」で学習する内

容である。 「発展的な内容」（計3時問）のうち、 高校

の教員がゲストティ ー チャ ー として2時問の授業実践

を行い、 最後の1時間に問題演習を中心とした授業を

中学校の教員が実践した。

中学3年生に対して、仕事とエネルギーに関する「発

展的な内容」を含めた単元開発を行い、 ゲストティ ー

チャ ー （高校の教貝）による授業や定祉的な計算問題
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を含めた演習等を行うことによって、 生徒の「発展的

な内容（仕事とエネルギー ）」について、 生徒の関心·

意欲．態度に対する効果があった。 また、「物体は、

された仕事の分だけエネルギ ー が変化する。」 という

科学的な概念の形成や負の仕事やエネルギー に関する

定罹的な扱いに関しても、 ある程度の有効性が認めら

れた。 特に、 負の仕事に関して、 生徒はよく理解でき

るようになった。

したがって、 中学生に対して「発展的な内容（仕事

とエネルギ ー ）」 に関する授業を行うことは、 生徒の

高等学校への接続を円滑にするための一助になりうる

と考えられる。

21 世紀型学力の育成を目指して
～アクティブラーニング型授業の実践～

石川県立小松明峰高等学校 教諭 井川 健太

次期学習指磁要領の全面改訂に向けて、 今注目され

ているアクテイプラ ー ニング型授業について教材開発

や授業研究をし、 実践した結果をまとめ、 その成果と

課題を報告する。 一つ目は知識の定箔·確認を目的と

したアクティブラ ー ニング型授業として、 演習中心型

授業の実践を行なった。 二つ目は科学（主に物理分野）

の本質的理解を目的としたアクティブラ ー ニング型授

業として相互作用演示実験型授業の実践を行なった。

演習中心型授業実践では、 講義時間を15分程度とし

て、ICT機器を活用した講義形態の中で、 授業の要

点の場面では演示実験等を取り入れて本質的理解につ
ながるような工夫もした。 演習時間にはグル ー プ活動

を中心に、 全員が 「Brains-on」の状態を維持できる

ような仕掛けを取り入れ、「学び合い」・「教え合い」

を積極的に行なうような工夫をした。 理解度を確認す

る目的の「確認テスト」 に加え、 発展レベルを意識し

た「単元別到達度テスト」では、 主体的な学習につな

がるような工夫をした。

相互作用演示実験型授業とは、 生徒実験や演示実験

を中心とし、 その結果の予想や考察をグル ー プワ ーク
などによって行っていく授業形態で、 本研究では交流

回路の考察など電磁気の3つの分野での実践を行なっ

た。 いずれの授業実践においても生徒は主体的に活動

し、 グル ー プで活発な議論がなされ、 本質的理解につ

なげることができた。

演習中心型授業・相互作用演示実験型授業のどちら

においても、 ある程度生徒は主体的 ・ 能動的に活動す

ることができたと考えている。 今後の課題としては、
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核となる生徒の育成、 生徒実験の活用、 より広い視野

での深い考察、 生徒間での議論 ・ 質疑応答の活性化な

どが挙げられる。 今後もさらなる教材研究を続けてい
きたい。

子どもが主体的に知を創造、 更新していく理科学習
～実感を伴った理解を目指す、小学校「生命」領域の研究～

金沢市立味噌蔵町小学校 教諭 筒井 邦治（他7名）

金沢理科の会では、 平成22年度から 「子どもが主体

的に知を創造、更新していく理科学習」を掲げ、研究 ・

実践を行ってきた。 理科に限らず、 授業においては目
標を定め、 その目標に迫るための課題や手だてが必要

となる。 特に理科においては、 素材となる自然事象と

の出会いや課題に対する仮説を証明するための実験 ・

観察に工夫が必要 となる。 そうしたものがなければ、
学習指禅要領が掲げる児童の主体性は見られず、 教師

が課題を与え、 実験を指示し、 課題に対する答えを出

すという教師による教師のための授業となってしま

う。 今回実践を行った「生命」領域は、 普段接してい
ても、 その働きや仕組みはあまり考えることもなく、

わからないと感じている児童が多い。 そのため、 第6
学年の単元 「植物のからだのはたらき」において、 体

の仕組みや水の通り道、 日光との関係を図や絵で表現

させようとしても、 なかなか描けない児童がいる。 そ

うした実態を踏まえ、 児童が主体的に自然事象に関わ

りながら、 生命に関する素朴概念を更新していく理科

学習を目指し、 金沢市立味噌蔵町小学校第6学年及び

金沢市立大野町小学校第6学年において実践研究を

行った。

小学校学習指禅要領解説理科編には、「実感を伴っ

た理解」という言葉がある。 今年度も昨年度の「粒子」

領域に引き続き、領域を「生命」に変え、 これを重点

に研究を進めてきた。 そして、「具体的な体験を通し

て形づくられる理解（体得）」「主体的な問題解決を通

して得られる理解（習得）」「実際の自然や生活との関

係への認識を含む理解（納得）」 の3つの充実を目指

す。 本研究では、 その3つの充実のために、 それぞれ

「生命の性質やはたらき、 状態の変化を実感できる教

材・教具の工夫」「表やイメ ー ジ図の活用など、 予想

や仮説と関連付けながら考察を言語化し表現するエ

夫」「事物 ・ 現象の働きと身の回りの環境との関わり

などの見方や考え方を構築する単元展開の工夫」の手

だてを講じ、 その手だてが効果的であったか分析を

行った。



学 会

第48回全国小学校理科研究大会京都大会

金沢市立三馬小学校 教諭 曽良 大白

京都市立七条小学校6年生2クラスの 「電気の性質

とその利用」の授業を参観した。

1時間目は、 く豆電球とLEDでは電気の使われ方

に違いがあるのだろうか＞という学習問題を設定し、

2コマ授業の前半部分、 予想の後、 検証方法を立案す

るまでの授業であった。 甜入部分で、 ①最近電球の

LED化が進み、 各家庭の電球はもちろん、 信号機ま

でもが急速にLED化されていることと、 ②一方、 雪

国の信号機はあえてLEDを利用せずに従来の電球を

使っていること、 の2点を子ども達に提示していた。

事象の提示とねらっている学習問題に隔たりがあるの

で、 なかなか子ども達から学習問題の文言が出され

ず、 教師が学習問題を設定することになった。 さらに

学習問題にある「電気の使われ方」という文言が、 消

野電力屈と利用のされ方（発熱）のどちらを問われて

いるのか、 また同時に問われているのかがはっきりせ

ず、 授業の流れ全体が子ども達にとって少し分かりに

くいように感じた。

2時間目は、 く電熱線の太さによって、 発熱の様子

が変わるのか＞という学習問題を設定した2コマ授業

の後半部分、実験と結果の整理、考察の授業であった。

スム ー ズに実験を開始したものの、 使用した電源装置

の設定ミスで過電流防止装罹が働き、 4 分の 1 のグ

ルー プが実験できなかったことや、 電熱線の回路に電

流計を入れないこと、 通電させた電熱線に直接棒温度

計を載せて温度を測定するなど、 わずかに違和感を覚

える授業であった。

これら2つの授業から、 私は教材研究の積み上げの

大切さを強く感じた。 実験器具の正しい使い方や安全

管理はもちろん、 予備実験や教材の工夫、 事象提示の

工夫や学習問題とまとめが正対していることなど、 私

が今までに諸先樅方から教わった「当たり前」の大切

さを再認識することができた。 教材研究をしつかり取

り組むことで、 教師が落ち芍いて授業を進められる。

またこのことで子ども達も安心し、 いきいきと安全に

追究活動に取り組める。 さらに教員同士が連携を強め

ながら、 教材研究し実践したことを積み上げ続けるこ

とで、 より質の高い授業を進めることができるのだ。

遠く離れた地域の授業を参観したことで、 授業に対す

る視野が拡がったと感じている。 学んだこと、 感じた

ことを今後に活かしたいと思う。

等 報 告

第62回全国中学校理科教育研究会富山大会

津幡町立津幡南中学校 教諭 杉野 雅英

平成27年8月6日、 7日の2日間、「自然の事物・

現象に進んでかかわり、 科学的な見方や考え方を育て

る理科教育」を大会主題に、 富山市で第62回全国中学

校理科教育研究会富山大会が開催された。

文部科学省講演では藤枝英樹先生（初等中等教育局

教育課程課教科調査官）から 「これからの理科教育を

考える～最近の動向を踏まえて～」の演題で講演が行

われた。 次期学習指禅要領の諮問においては、 少子高

齢化、 生産人口の減少、 社会構造・雇用環境の激変を

背景として「創造」「 自立」「 協働」 をキ ー ワ ー ドとし、

知識の活用、 育成すべき査質能力、 主体的協働的学び

（アクティブラ ー ニング）について諮問されている。

国際調査等の結果からは理数の学力はトップレベルを

維持しているものの、 判断の根拠を示しながら考えを

述べる点が弱いことや自己肯定感や意欲、 社会参画に

対する意識が低いことなど問題も挙げられている。 こ

れからの理科教育については解のない世界のなかで知

識技能を生かし、 自ら考えて行動する力を育むような

教育が必要、「Teaching」から「Learning（主体的に

学びに向かわせる）」への変革が必要になると説明さ

れた。

また、 授業改善として基礎基本となる知識、 基本的

な技能の定浩を基盤とし、 ①追究する課題の設定（根

拠を持った予想や仮説を明確に）、 ②観察実験の際の

ノ ー ト等への記録記述の指祁、 ③考察の書き方や定型

文の提示、 ④生徒が思考し表現する場の設定、 ⑤「 結

果」と「 考察」の区別、 ⑥生徒同士が交流し考えを発

展させる場面の設定、 ⑦生徒自身が思考過程を振り返

りやすくする、 ⑧お互いの良いところを認め合う雰囲

気や状況の設定という8つのポイントが提示された。

分科会では第 1 分科会（教育課程）に参加した。 函

館市立凌雲中学校の既習事項、 日常生活との関連のな
かで曖昧さに焦点をあて知的好奇心を喚起する授業展

開、 東京都の実験計画シ ー ト上で既習事項を組み合わ

せて目的をはっきりさせて計画をたて実験する授業展

開、 徳島県石井町立石井中学校のライティングシ ー ト

を用いた話し合い活動など今後の指郡のヒントを得る

ことができた。「基礎的な知識があってこそ科学的賓

質や能力が育まれるので教えるべきことはしつかりと

教え、 主体性を育む指琳とのバランスをはかる」とい

う発表者の言葉が印象的であった。

’
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平成27年度全国理科教育大会（青森大会）

石川県立金沢二水高等学校 教諭 江頭 和子

全国理科 教育大会 は平成27年7月29日～31日 、 大会

主題「農か な未来を担う理科 教育ー協働の学びと問題

解決能力の育 成一」のもと 、 青森市・県立青森 東高等

学校を主会場に開催された。 参加者 は全国から380人。

鈴村 一 恵校長（大聖寺）、 田口雅範教諭（金沢桜丘）、

私の3人は開会式 前日の常務理事会から参加し 、 来年

度 石川大会の概要説明を行うとと もに大会運営の情報

収集をした。 また 、 井川健太教諭（小松明峰）、 倉宗

一郎教諭（金沢西）、 小酒由衣教諭（金沢 向陽）、 小林

洋費教諭（金沢）、 田辺博子教諭（金沢桜丘）、 山崎誠

ニ教諭（星稜） も会場や事務局を 回り、 来年度大会に

備えた。

30 日の全国理事会の席上で、 棒田章夫校長（小松明

峰）が教育 功労者政を 授与され 、 授宜式には諸角敏彦

副校長（金沢西）が代理 出席された。 続いて「はやぶ

さから伝 えた い 、 創る力の育て方」と題し宇宙航空研

究開 発機構 川口淳一郎教授の記念講演があった。 研

究協議では第1 分科会（物理）に田渕憲志教諭（金沢

辰巳丘）、第2分科会（化学）に江頭、第5分科会（小・

中学校や大学との連携）に諸角副校長が座長として参

加し 、 活発 な 協議が行われた。 私が座長を務めた化学

の研究協識では実験を行う上でその目的を自覚させる

工夫や 、 協働学習で課題解決に取り組ま せる 方法、 五

感に訴える 実験の工夫 などが提案され 、 多くの意見交

換がなされた。 その後の教育懇話会では、 工藤貴正教

諭（弘前実業高）による科学 マジックの出し物や大間

のマグロによるお もてなしで和やか な会と なった。 最

後に来年度 開催県の石川県メンバーが境上で大会への

参加を呼びかけた。

翌日の研究発表化学②では鈴村校長が発表助言者

を 、 物理②では沖野信ー教諭（金沢錦丘）、 化学②で

は吉藤秀樹教諭（県立工業）が座長を務められた。 午

後の現地研修 は青函ト ンネル 記念館と 体験坑道を 見学

するコ ー スに参加した。 海面下140mの体験坑道の見

学 はスリリングで全国からの参加者と楽し い 時間を共

有できた。 このほかにも 日 本原燃コ ー ス、田代 平湿原 ・

八甲 133 山コ ー スなど 青森の産業と自然を科学的視点で

見学する魅力的 な 研修メニュ ーばかりで、 来年度の石

川大会の負重な賓料になった。

今大会 は、 県内理化部会会 員 13人もの参加が実 現し

ただけでなく 、 参加者の多くが若手教員であったこと

も大変意義深かった。 来年度 石川大会の成功に向けて
一致団結するとと もに、 今 後 は若手中心に全国で発表

する機会をど んど ん持ってもらいた いと思う。
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第70回日本生物教育会（福島大会）

石川県立寺井高等学校 教諭 浅井 俊光

第7 0回 日本生物 教育会 全国大会 福島大会が、 平成27

年8月1 日～3 日の日程で福島市コラッセふくしまを

主会場に、「自然を みつめ なおす 生物 教育」を大会主

題として開催された。

1 日目の午後には講演が2本あった。 2本目の福島

大学の黒沢高秀教授による「東 日本大碇災の津波と 原

発事故の爪痕」では、 失われた自然の復旧事業の一環

として植林がイベント的に行われてはいるが、 本来の

植生と は異なる由来不明のものを 植林することにより

辿伝的 多様性に悪影響を及ぼしていることや 、 ある種

の菌をまくことにより放射線舟が下がると いった話が

まことしやかに流れ 、 科学 リテラシ ーの重要性を痛感

したこと などが報告された。

2日目午前には4つの分科会に分か れて研究発表が

行われた。 どの分科会の発表演題にも アク テイプラ ー

ニングや ICT に関する ものがたくさん あり、 最近の

流れを痛感したが、 私 は主に教材研究·観察 実験に関

する会場に出席した。「魚類細胞の培整実験」や「メ

ダカを使った辿伝子実験」「イヌビワコバチの繁殖戦

略」 など非常にレベルが商く 、 発表者のみなさんの生

物に対する熱意と愛情あふ れる 発表を聞いていると 、

自分 も何かし なくちゃな 、とその時ばかりは決心した。

2日 目午後にはアク アマ リンふくしまや衷磐梯など

をめぐる 現地研修と 、 福島県立医科大学での実験 研修

があり、 私 は実験 研修に参加した。「血液の生理学

血球形態観察とヘモグロビンの分光学」では自分の血

液を採り血球形態観察を行った。 自分でもやったこと

はあるが、 専門の先生に教えてもらうとや はりとても

勉強になった。 ヘモグロビンの分光学でも 、 さまざま

なヘモグロビン誘禅体を 分光光度計で測定すること

で、 色の違いとその働 きの違いにつ いて深く学ぶこと

ができた。 高校での授業では教えること はな いであろ

う 深 い内容であったが、 何かの機会に生徒に遥元でき

たらい い な

と思う。



第59回石川県児童•生徒科学作品コンク ール審査結果

児童•生徒の科学に対する関心を高め、 研究心を養い、 創造的能力の育成を図るという趣旨で、 県内各学校の児童・

生徒を対象に科学作品を募集し審査した。

〈応募総作品数〉 2,482作品

〈県審査の結果〉
賞

石 JI! 

校種

県 知 事 貸

石 川 県議会議長貸

石 川 県 教 育委員会四

石川県科学教育振興会長宜

優 秀 貸

優 良 箕

佳 良 伐

計

特別宜受質作品を全国審査へ出品した。

表彰式 平成27年10月31日（土）石川県教育センタ ー

菱沼会長からのお祝いの言葉

〈全国審査の結果〉

◇第52回全国児童才能開発コンテスト科学部門

小 学 校

1 

1 

1 

1 

15 

45 

32 

96 

全国都道府県教育長協議会会長賞（石川県教育委員会寅）

「ヒルガオをプレゼントしよう！」

全国連合小学校長会会長賞（石川県知事買）

中 学 校 高等学校 計

1 2 

1 2 

1 2 

1 2 

10 25 

16 61 

16 48 

46 ゜ 142 

県知事賞（小学校）の裳状授与

金沢市立明成小学校 4年 澤田亜衣菜

「ヒコ ー キのひみつ」 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属小学校 6年 森戸 雅也

財団科学賞（石川県議会議長裳）

「忍法！壁登りの術 ～アマガエルが壁にくっつく仕組み～」 金沢市立泉野小学校 5年 川尻 峻幹

財団科学賞（石川県科学教育振興会長賞）

「めざせ！！うるし王その3 完結編」

◇第59回日本学生科学賞

く中学の部＞ 日本科学未来館賞（石川知事賞）

「朝顔の研究2015～つるの回転運動について～」
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加賀市立山中小学校 6年 河嶋 洸哉

金沢市立緑中学校 1年 坂本 友理香
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第59回石川県児童•生徒科学作品コンク ール

特別賞受賞作品の概要ニ□事

コ
賞

ー キ
の

金沢大学附属小学校

ひみつ

6年森戸

―

―

 

也雅

【きっかけ】
折り込み チラシで作った紙飛行機（ヒコー キ） の先

端を曲げた時、飛び方がよくなったことが、この研究
のきっかけになった。また、2年前の風力発電の研究
で、風見の機能を果たすとしてヒコー キを使ったこと
を今回の実験に生かし、よく飛ぶヒコー キの作成を目
指すことにした。

【オリジナルヒコー キの分類とカルテ作成）
自分は、「自分の紙飛行機（オリジナルヒコ ー キ）」

がよく飛ぶと信じ、ずっと、一つの形を折ってきた。
今回、たくさんの人に協力してもらい、自分の自信作
をオリジナルヒコ ー キとして折ってもらうことにし
た。7オから84オまでの人の協力により、54種類64機
が焦まった。

まず、紙の使い方、折り方で
4つのグルー プに分類し、解析
しやすいようにした。また、個々
のヒコー キの 「カルテ」を作成
し、羽や溝の大きさ、重心の位
置、風見能力などの特徴をまとめた。

[5種類の紙で折ったヒコー キの飛行実験）
54種類のヒコー キの飛行実験を行った。用意した紙

は、厚さの違うコピ ー紙2種類、チラシと新聞、トレ ー

シングペ ー パ ー の5種類で、3mと4mの2カ所か
らの飛行を得点で示し、結果の考察を行った。

o: 
汀パ図
T Te y Ye 

尺"..
9L6口□雪／

し

）プ

【54種類のオリジナルヒコーキからわかること】
よく飛ぶヒコー キ作りに大切なこととして、①紙を

縦に使うこと、②ヒコー キの丈夫さを作る「折り線」
や紙の「重なり」が、分 厚くなりすぎないように工夫
すること、③仕上げの折り方を扇子状に折ることなど
がわかった。一方、重心の位置や、溝の占める割合、
先端の折り曲げ、風見能力などは、よいヒコー キ作り
の必須な条件ではなかった。

【理解を深めた結果としてのヒコーキ開発】
最後に、オリジナルヒコー キ飛行実験の解析から得

たことを生かし、ヒコ ー キの開発を行った。まっすぐ、
ふわりと飛ぶ理想的なヒコー キを完成させた。

よいヒコー キ作りを追求し、楽しみながら実験に取
り組むことができた。

口朝知：；るのの回ニニ°ヽて1~5

金沢市立緑中学校 1年坂本友理香

【研究動機】
小学校1年の夏に朝顔に興味を持ってから「 朝顔に

ついてもっと知りたい」という思いで研究を続けてき
た。その中で、つるの回転運動について調べたことが
あり、初めて植物の動きを実感することができた。植
物が動いている、それは小学生の自分にとって強く印
象に残った。今年は、その時調べた「つるの回転」に
ついて、もっと詳しく調べてみようと思った。

【研究目的・方法】
以前に行った実験から、つるが昼間に約90 -10 0分

程度で 1回転していることは分かっていた。では、夜
はどうなのだろうか。昼とは違いがあるのだろうか。
もし違うとしたら、その理由はなぜなのだろうか。

研究を進めていくにあたって、より観察しやすい室
内で実験ができればと考えた。そこでまず、つるを鉢
植えから切っても同じように動くことを確認すること
から実験を始めた。その後、観察していくにつれ生じ
た疑問点について、実験と考察を続けていった。

【実験結果】
・夜の方が昼よりも、10分ほど回転速度が遅くなって

いることが分かった。 、
＇ 

•ところが、つるの葉を
取ると昼夜の回転速度に
は差が無くなった。

・葉があっても、暗い部屋
に罷くと昼夜の回転速度
に差が無くなった。

・つるの先端にカバ ーをか
ぶせたら、材質によって
回転動作に違いが生じた。 ［写真】夜の回転動作

・つるの先端を切ったら回転は停止してしまった。
【考察·まとめ】
以上の結果から、つるの動きには昼夜の速度で違い

があり、それは光合成が影響していること、つるへの
接触力で回転速度が変化すること、つるの先端を切る
と回転は止まり、他の部分から、つるが伸び始めるこ
となどが分かった。切られたことがどのように伝わり
他の部分から新しいつるが伸びるのかは、今後さらに
詳しく調べてみたいと思った。

【感想】
毎年見てきた朝顔にも、まだまだ不思議なことがた

くさんあった。毎日観察したり、実験をしていくこと
で思いがけないことを発見できたり、その理由が分
かったことがとても嬉しかった。そして朝顔の強い生
命力にも感動させられた。

， 
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二：：：上9つ：）くふロ
金沢市立泉野小学校 5年 川尻 峻幹

1 研究の動機
アマガエルが飼育ケースの壁や木などいろいろな所

を登ることができるので不思議に思い、 その仕組みを
知りたいと思ってこの研究に取り組んだ。
2 仮説および検証
① アマガエルは水の近くで生活していていつも体が
ぬれていそうなので、 水が物をくつつける力を利用し
ているのではないかと考え、 体や飼育ケ ー スの壁がぬ
れている時とぬれていない時の、 壁を歩く様子を比較
したところ、 鉛直面はどちらも登ることができたが、
天井面はぬれているときだけ歩くことができた。 その
時の、 天井面と体との間を水で隙間がないように体勢
を低くして歩く様子から、 水が物をくつつける力を利
用していると思われる。
② アマガエルに触ると手がペトペトするので、 粘液
の粘浩力を利用しているのではないかと考え、 アマガ
エルに触った指で石に触ると、 アマガエルよりも重い
石でもくつついたことから、 壁にくつついている時に
は、 粘液の粘着力が十分役立つ力であると思われる。
③ 指先が吸盤になっているのではないかと考え、 モ
デル吸盤と指先が同じ性質を示すかを調べると、 平ら
な面には指先がくつつくことや、 横方向に力を加える
とくつついたまま滑る、 といった、 同じ性質を示した。
しかし指先の形をよく観察すると、 アマガエルの指先
はモデル吸盤のように中央が凹んだ形とは違ってどら
焼き型をしており、 面にくつついている時にはせんべ
い型をしていた。 このことについて、 僕は、 どら焼き
型は、面に密落させることで吸盤と同じ働きができる、
くっつきやすくて離れやすい、また、少しの力でもくつ
つくことができる、 工夫された吸盤だと考えた。
④ 凹凸がある所は、 その凹凸に指をひっかけたりつ
かまったりしているのではないかと考え、検証すると、
虫とり網に指をひっかけて逆さまでも歩けたり、 ほう
きの毛1 本に指をからめるようにしてつかまり、 登る
こともできたことから、 凹凸のある所は、 指をひっか
けたりつかまったりして歩くことができると分かった。
⑤ 実験を通して、 他にも、 アマガエルはバランスを
取る力に優れていることも分かった。
3 自然界でのアマガエル

アマガエルは、 仮説で考えた仕組みを組み合わせる
ことによって、 様々な所を移動できることが分かっ
た。 このことは、 自然界で生き延びるうえでとても大
切な能力だと思う。 アマガエルが我々にとってよく目
にすることの多い身近な生き物なのはこのためだと
思った。

-l1-
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津幡町立津幡南中学校 1年 大路 永人

1 研究の動機
天気予報を信じて傘を持たずに登校したところ、 雨

に降られてしまい、 それから天気予報がどのように出
されるのか疑問を持ち、 研究することにした。
2 天気予報の歴史を調べる

日本の天気予報の歴史を本やWebで調べた。約140
年前に函館在住の外国人が気象観測所を設置し、 その

約10年後に東京気象台から天気予報が発表されるよう
になったことなどの歴史が分かった。
3 週間天気予報の的中率を調べる

4月2日から8月2日までの4ヶ月問、 新聞の週間
天気予報欄を収集し、予報の的中率を4段階で分析し、
予想最高•最低気温の傾向を分析した。

日 ほぼ的中する惰卑 完全にはずれる箱串 予想最高気温 予想最低気温

6日前 6 8% 13% 高め やや低め
5日前 70% 15% 高め やや低め
4日前 73% 13% やや高め やや低め
3日前 78% 10% やや高め やや低め
2日前 8 1 % 7% 低め やや高め

前 日 84% 4% やや低め やや高め

4 天気に関する諺を調べる
「午前南風、 午後北風なら明日は晴れ」「遠くの音が

聞こえるようになると天気が悪くなる」などの昔から
言い伝えられている諺が、 全て科学的に説明できた。
5 自宅で天気予報に挑戦する

7月の11日間、 自宅の窓から見える北西と西の空の
雲の様子と風向きを記録し、 天気予報に挑戦した。 大
体の予報はできたが、 正確な予報ができなかった。
6 金沢地方気象台を見学、 情報収集する

より正確な天気予報の方法を知るために、 金沢地方
気象台を見学した。「観測予報業務室」などを見学し、
天気予報が膨大な観測デ ー タをもとにして予報官が発
表していることが分かった。
7 観測地点（アメダス）を探す

気象観測を行っている県内5ヶ所のアメダスやラジ
オゾンデの自動放球装四などを見学した。
8 ラジオ天気図をもとに天気予報に挑戦する

8月下旬の 1 週間、 NHKラジオの気象通報をもと
に天気因をかき、 それをもとに天気予報を行った。 ほ
ぼ正確な天気予報を行うことができた。
9 研究の考察

この研究では日本周辺の観測デ ー タをもとにして予
報したが、 より正確な予報をするためには地球規模の
デー タを分析する必要があることが分かった。

ヽ
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金沢市立明成小学校 4年 澤田亜衣菜

研究の目的
昨年の研究でアサガオの代わりにヒルガオで研究し

たことをおばあちゃんに話したところ、ヒルガオを懐
かしんでいた。そこで①自然のままのヒルガオと②ミ
ラクルヒルガオをプレゼントしたいと考えた。
①自然のままのヒルガオをプレゼントする

ヒルガオはほとんど結実しない。ヒルガオを育てる
には地下茎さえ手に入れば良いことがわかった。
②ミラクルヒルガオをプレゼントする

去年、道路沿いに咲いているヒルガオから明日咲く
つぼみ（大）明後日咲くつぽみ（中）3日後咲くつぼ
み（小）が3つ連なった茎を探し染色液(i農度25%)
に入れると、（大）（中）は花全体に液を通したが、（小）
は曜にだけ液を通す「ミラクル」となった。今年5月
にヒルガオでミラクルを作ってみたが、5茎中4茎は
曜以外の花弁の一部も液が通っていった。
ーハマヒルガオでの実験

ミラクルができないはずのハマヒルガオでミラクル
ができてしまった。この茎の切り口をよく観察すると、
深くななめに切れていた。この切り口によってうまく
吸水できなかったと考えた。そこでヒルガオのつぽみ

（大）の茎を同様に深くななめに切り、液の水位を低
くする事で吸い上げる力を弱めて試したところ、ミラ
クルになる傾向が見られた。
一余分に液が通ったミラクルになる原因を探る

今年の茎はたくさんつ ぽみが連なっていることか
ら、昨年の茎は一度草むしりされた後に咲く2回目の
ヒルガオだったのではないかと考えた。（大）（中）（小）
の3つのつぼみだけがつらなった茎になる様、茎を
切ってミラクルを作った、（小）は開花しなかった。
ー原因は葉が水を吸うカ

葉を1 枚つけてもう一度試すと（小）は開花した。
しかし余分に液が通ったミラクルになった。このこと
から、ヒルガオが水を吸う力は葉によって生じると考
えた。たくさんつぽみが連なっているヒルガオでミラ
クルを作るにはどうすればよいか。葉・ つぼみ•本茎
の役割を実験により調べた。その結果、葉を多く残す
とつぼみ（小）は多く染まり、葉を減らし、つぼみを
多く残すと、つぼみ（小）に届く液の批が減る事がわ
かった。
ブレゼントに向けて

約10個つぽみが連なった茎の葉を5枚残しつぼみを
全て残す事でつぽみ（小）が、ほぼミラクルになる事
がわかり、プレゼントする事ができた。

二：

三
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金沢大学附属中学校 2年 高橋航太朗

（研究の動機 ·昨年の実験結果】
お風呂で指が短く見える現象などと、屈折とは身近

でありつつも不思談な現象の一つであり、屈折につい
て詳しく調べたいと思い、昨年から簡易な実験装附を
製作し、それを使って屈折の特性などについて、様々
な実験を行ってきた。今年はその装爵に改良を璽ね新
たな実験に取り組んだ。

昨年の溶液の涙さと屈折率の関係の実験結果から食
塩水の涙度を高くするほど、屈折率も高くなり、濃度
と思折率には比例関係があるということが分かった。
【仮説】

今年はその結果から原因を考え、水溶液中に光の進
行を阻害する物（溶質）が多いほど光の屈折率が大き
くなり、その屈折率にはどんな物質にも共通する祁き
方があるという仮説を立て実験を行った。

指標として「水溶液の密度（密度1）」と「水溶液
に溶け込んだ物質の体租の割合（密度2)」の2つを
実験に使うこととした。

実験は食塩水以外の水溶液でも、浪度と屈折率が比
例関係にあるかを確認するため砂糖水を使用した実験
①、密度1、密度2と屈折率との関係を琳くための実
験②の2 つの実験を行った。
【実験結果】

実験①では砂糖水でも食塩水と同様に濃度と屈折率
は比例関係が確認された。

実験②では食塩水、砂糖水それぞれ密度1 と屈折率
に直線的な関係が確認されたことで、阻害物は水溶液
の密度に比例するとが分かった。この密度という分か
り易い指標を使って屈折率を琳き出すことが出来る。
【考察】

同様に、密度2と屈折率も直線的関係になると思っ
ていたが、結果は山なりの曲線の関係であった。

これについては溶かした後の物質の体積を計砒する
ことが出来ないこと、また物質を水に溶かすことで、
体積変化が生じ、その影響が曲線として現れたのでな
いかと推測する。

密度1 は直線、密度2は曲線の関係が確認出来たこ
とから、この関係式を使えば、密度、体税のいずれか
からも屈折率を想定することが出来ることがわかった。

»
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県科学教育振興会長賞

めざせ！！うるし王その3 完結編

加賀市立山中小学校 6年 河嶋 洸哉

1. 研究の動機と方法

3年生のときから始めた漆の研究では、 漆の塗料と

しての性質や、 接着剤としての性質が分かった。 今回

の研究では、「漆に米や小麦粉を混ぜるとより強力な

接着剤になる」ことと、「漆の接着力の耐久性」につ

いて調べることにした。実験の条件を統一するために、

塗られる物の大きさと接着部分の面積を全てそろえ、

漆を均ーに塗るために祖父に協力してもらった。また、

漆を乾かすために温度と湿度の変化が少ない「漆のふ

ろだな」を用意し、 おもりの下げ方も改良した。

2 研究の結果とまとめ

(1) 「いろいろな物を漆でくつつけてみる。」

前回試せなかったプラスチック、 ガラス、 ステンレ

ス、 ゴムを漆でくっつけてみた。 結果は、 プラスチッ

クは漆がうまく乾き、 よくくつついた。 しかし、 ガラ

スは漆が乾かず、 ゴムは曲がってしまい、 漆の接浩力

は見られなかった。 うまく切断できなかったステンレ

スは、 接着面がゆがんで外れ測定できなかった。

◆液とよく接着するには、 漆の接培させる条件との

相性が関係する。

(2) 「時間の経過により、 接着力に変化があるのか。」

1年前、 木とタイルは漆で強力にくつついていた。

1年後の接着力は、 漆と相性のいい木は漆が完全に乾

き固まり、 強度が上がっていた。 表面のコ ー ティング

面にi黍を塗ったタイルは強度の低下が見られた。

◆液の特性を生かすためには素地の状態にぬり、 よ

く乾かすことである。

(3) 「接箔力の水や熱による耐久性はどうなのか。」

①耐水性は、 木の強度は弱くなり、 タイルとステン

レスは外れてしまい、 測定不能だった。 ②耐熱性は、

タイルは熱すると強度が強くなると思っていたが弱く

なった。 ステンレスは測定できなかった。 ③耐寒性は、

木は少し、 タイルはかなり接着力が弱くなった。 ④激

しい温度変化のもとでは、 木と漆は弱まったけれど耐

久性はある程度あった。 タイルはかなり低下し、 ステ

ンレスはほとんど接着力が見られなかった。

◆漆の接着の耐久性は、厳しい条件下では低下する。

(4) 「漆をより強力な接焙剤にする物は何か。」

漆に混ぜた物は、 資料に古いてあった米と小麦粉か

らでんぷんが関係あると思い、 じゃがいもと大葉を選

んだ。 他に、サラダ油、砂、塩漆の塗りに使う卵を使っ

た。 結果は予想通り、 漆にでんぷんをふくんだ物を混

ぜると強度が上がった。 塩は接着力を低下させた。

◆でんぷんは漆をより強力な接洛剤にする。
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金沢市立森本中学校 2年 本田 一喜

1 ． 研究の動機

授業中に理科の先生の発言から食塩水と金属板のみ

で電池ができることを知った。 そこで私は、 ボルタ電

池のみで扱われる船の研究を行うことにより、 地球環

境にやさしい船をつくることが可能であると考えた。

そこで地球環境にやさしい船の実現に向けて実験を行

うことにした。

2. ポルタ電池のみでの船の稼働

ボルタ電池のみで船のモ ー ター が動くかを順序立て

て以下の5つの観点を用いて実験を行うことにした。

①金属板の面積②金属板の間隔③使う金属板の種類④

水溶液の種類と濃度⑤減極剤である。

実験から、 金属板の面積、 そして水溶液の濃度を大

きく、 金属板の間隔をせまくすることでボルタ電池の

起電力を上げられることがわかった。 しかし、 それら

の条件を踏まえても、 モ ー ター が一 瞬しか回らず船を

動かすことが出来なかった。 そこで、 原点に焔り、 あ

くまで地球現境に負担をかけない方法を新たに考えた

末、 ボルタ電池と同じく地球環境に負担をかけない太

陽電池とのハイプリットで船を動かすことを目指した。

3 太陽電池とのハイブリットでの船の稼働

太陽電池とのハイプリットで実験を行ったところ、

太陽電池のみでもソ ー ラ ー

モ ーター を動かすことがで

きた。 しかし、 ボルタ電池

とハイブリットにした場合

と比較して、 ハイブリット

にしたほうが流れる電流と

モ ー タ ー の回転が上がっ

た。 このことからボルタ電
照明装醤を用いた実験のようす 、、池が太陽電池の補助として

はたらく結果が得られたといえる。 しかし、 くもりの

日には船が動くほどの起電力は得られなかった。

4. 成果と課題

今回の実験から、 ボルタ屯池と太陽雷池とのハイブ

リットにすることにより、 船の推進力を得ることに成

功した。 その一方でボルタ電池には大きな課題が二つ

ある。 一つは起電力が非常に小さいうえに、 すぐに起

電力が低下し、 船を十分に動かす起電力を得ることが

難しい点。 もう一つは使用している間、 海中に亜鉛が

溶け出してしまい、 海の生態系を破壊するなど地球哀

境に大きく負担をかけることになる点である。

上記の問題点を解決できるように、 イオン化傾向の

差の大きさによって起電力にどのくらい差が出るのか

たくさんの種類の金属板を使い調べたり、 海中に溶け

ても問題がない物質でボルタ電池を作れないか考えて

いきたい。 また、 ボルタ電池の分極とは何か詳しく考

え、 それを完全に止める方法を見つけて、 起電力を維

持できるようにしたい。 課題は多いが、 一つずつ解決

していき、 地球環境にやさしい船の研究を進めていき
たい。

»’ 
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■石川県教育センタ ー理科関係研修講座■

◇課題選択研修 〇教科等指導研修

講座番号 ・ 講座名 期 日 ・ 時 間 ・ 会 場 ・ 研修内容対 象 （定員）
y 

[31109】 5月17日（火） 〇実技「5~7月の学習内容の実験・観察」
理科好きな子どもを育てる観察・実験 13:30~16: 30 
～小・中をつなぐ理科教育～① 県教育センター ※調のうち、 1回以上選択し受講する。（C②両方受講可）
小学校•特別支援学校（小学部） （約20名）

【31109】 8月26日（金） 〇実技「9~3月の学習内容の実験・観察J
理科好きな子どもを育てる観察 ・ 実験 13:30~ 16:30 ※①②のうち、 1回以上選択し受講する。((00）両方受講可）
～小・中をつなぐ理科教育～② 県教育センター ※商学年コ ースには、 中学校理科教員が合流する。
小学校•特別支援学校（小学部） （約20名） ※①の受講者のうち②も希望する者は再度申し込むこと。

[31110】 9月13日 （火） 〇実践報告
子どもの主体的な問題解決を大切にし 13:30~16:30 「子どもの主体的な問題解決を大切にした理科授業」
た理科教育 県教育センター 〇講義「これからの理科教育の方向」 （仮）

講師 日本体育大学児童スポ ー ツ教育学部教授
小学校•特別支援学校（小学部）教員 国立教育政策研究所名脊所貝 角屋 重樹

（約40名） 〇グルー プ協議
「子どもの主体的な問題解決を大切にした理科授業のポイント」

[31111) 8月18日（木） 〇実習「観察 ・ 実験器具の基本操作」
ベーシック！これで安心理科実験 13: 30~ 16: 30 「薬品等の安全な扱い方」
小学校•特別支援学校（小学部）教員 県教育センター 〇協議「実験上の課題解決に向けて」

（約20名）

[31208】 8月26日（金） 〇講義「小学校理科について」
小学校と中学校をつなぐ理科 13 : 30 ~ 16 : 30 「中学校理科の課題と指甜法」
中学校•特別支援学校（中学部）理科担当 県教育センター 〇実験
教員 （約20名） 〇協議（小学校教員と中学校教員の情報交換）

[31209】 10月13日（木） 〇講義「特別支援の考え方、 指甜のしかたの基本」
学習のつまずきを改善する理科指導 13 :30~16 :30 〇講義「教材作成、 指祁法の一例」

県教育センター 〇演習「教材、 指蒻法の改善」
中学校理科担当教員 （約20名） 〇発表

【31210】【31310】 8月17日（水） 〇実験・協議 エネルギー領域
中高連携の視点からの理科実験① 9:30~16:30 〇実験・協議 粒子領域
中学校・高等学校•特別支援学校（中学部・ 県教育センター ※持ち物 理科教科杏、 白衣等
高等部）理科担当教貝 （約15名） ※⑳のうち、 1回以上選択し受講する。（Q辺）両方受講可）

【31210】[31310] 8月25日（木） 〇実験・協議地球領域
中高連携の視点からの理科実験② 9: 30~16: 30 〇実験・協議生命領域
中学校・高等学校•特別支援学校（中学部・ 県教育センター ※持ち物 理科教科密、 白衣等
高等部）理科担当教貝 （約15名） ※⑳のうち、 1回以上選択し受講する。(Cf@）両方受講可）

【31211】【31311】 7月4日（月） 〇講義「新規機能の開発を目指す触媒表面の精密設計」
未来を支える石川の先端科学① 13: 30~16:30 講師 北陸先端科学技術大学院大学教授 海老谷幸喜

北陸先端科学技術 〇見学 いしかわサイエンスパーク内北陸StarBED
中学校・高等学校•特別支援学校（中学部・ 大学院大学 技術センタ ー等
高等部）理科担当教貝 、 高等学校工業担当
教員 （約20名） ※①～③のうち、 1回以上選択し受講する。（複数回受講可）

[31211】[31311】 9月13日（火） 〇講義「脳機能を見える化する光トポグラフィ ー 」
未来を支える石川の先端科学② 13: 30~16:30 講師 金沢医科大学 教授 川崎 康弘
中学校・高等学校•特別支援学校（中学部· 金沢医科大学 〇見学 金沢医科大学 精神神経学科等
高等部）理科担当教員、 高等学校工業担当 ※①～③のうち、 1回以上選択し受講する。（複数回受講可）
教員 （約20名）

【31211】[31311】 10月5 日（水） 〇講義「繊維機械イノベ ー ションについて」（仮）
未来を支える石川の先端科学③ 13: 30~16: 30 「コンボジット・エボリューション ～炭素繊維で未来を開く～」（｛反）
中学校・高等学校•特別支援学校（中学部・ 津田駒工業株式会社 講師 津田駒工業卸 研究開発職員
高等部）理科担当教員、 高等学校工業担当 〇見学 ショー ルー ム、 工場等
教員 （約20名） ※①～③のうち、 1回以上選択し受講する。（複数回受講可）

【31309】 5月18日（水） 〇講義・実験
探究的な活動を充実させる高校理科① 13:30~16 :30 「理科教員のための分子生物学実験 ～遺伝子診断の実験～」
高等学校•特別支援学校（高等部）理科担 金沢大学 講師 金沢大学 教授 片岡 邦重
当教員 （約15名） ※①～③のいずれか1回以上と、 ④を必ず受講する。
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【31309】 6月15日（水） 〇講義・実験
探究的な活動を充実させる高校理科② 13: 30~ 16: 30 「リアルタイムPCRが明らかにするものとは」
高等学校•特別支援学校（高等部）理科担 石川県立大学 講師石川県立大学准教授海老原充
当教員 （約15名） ※①～③のいずれか1回以上と、④を必ず受講する。
[31309) 9月20日（火） 〇講義・実験
探究的な活動を充実させる高校理科③ 13: 30~16 :30 講師金沢工業大学教授
高等学校•特別支援学校（高等部）理科担 金沢工業大学 ※①～③のいずれか1回以上と、④を必ず受講する。
当教員 （約15名）
[31309) 11月別途通知 〇研究授業
探究的な活動を充実させる高校理科④ 13: 30~16:30 〇研究協議
高等学校•特別支援学校（高等部）理科担 県立金沢泉丘高等 「知的好奇心や探究心を高める授業づくり」
当教員 （約15名） 学校 「観察 実験を通して探究する能力と態度を 育てる工夫」

助言者 金沢大学教授•石川県立大学教授•金沢工業大学教授
※①～③のいずれか1回以上と、④を必ず受講する。

【3131 2】 10月4日（火） 〇協議「効果的なICT活用とは 一」
lCTを活用した化学分野の授業づくり 9:30~16:30 〇講義「教材作りの実践テクニック～ 実践紹介とともに～」
～効果的な活用と実践～ 県教育センター 〇講義・演習「 効果的なICT活用のツボ」
高等学校•特別支援学校（高等部）理科担 〇実習「すぐに 活用できる教材の作成」
当教員 （約20名）
【31313】 11月30日（水） 〇講義・演習「薬品管理と安全指禅等」
理科実習助手研修 9:30~16:30 〇演習「 実験・観察の手法等」
理科実習助手 （約10名） 県教育センター

ヽ

◇課題選択研修 〇今日的課題研修く特定課題＞

【32703】 11月14日（月） 〇講義「トキが羽ばたく石川をめざして」
トキから学ぶふるさとの自然 13: 30~16:30 〇実習 裏側探検ツア ー

小学校・中学校・高等学校· いしかわ動物園 講師 いしかわ動物園飼育展示課
特別支援学校教員 （約20名） 主査種の保全GL竹田伸一

(32704】 く第1 日＞ 〇講義「学校教育における里山里海学習の意義と課題」
いしかわの里山里海発見 6月22日（水） 講師金沢大学客員教授中村浩二

13:30~16: 30 〇講義「生物多様性を伝える意義」
小学校・中学校・高等学校· 県教育センター 講師金沢大学連携研究員野村進也
特別支援学校理科・社会・総 く第2日＞ 〇講義「県木アテってどんな木？ ーその現実とこれから」合的な学習·環境教育等の担 8月 2日（火） 〇実習「下草刈り作業」当教員 （約20名） 9:30~16:30 講師 石川県健康の森総合交流センター 館長石下 哲雄

石川県健康の森総合交流セン 〇講義「バイオマスメタン発酵施設について 」（仮）
ター 〇施設見学
珠洲市浄化センターバイオマ 講師珠洲市生活現榜課下水道係長女田良明
スメタン発酵施設 ※宿泊場所未定
く第3日＞ 〇講義「海の生き物観察」
8月3日（水） 〇実習「海藻標本の作製」
9:30~16:30 講師 のと海洋ふれあいセンタ ー 専門員 東出 幸真

のと海洋ふれあいセンター 〇講義「海洋深陪水の活用と地域の活性化」（仮）
能登海洋深層水施設あくあす 〇施設見学
能登 講師 能登海洋深層水施設あくあす能盈 主任 盟原 知足
く第4日＞ 〇講義「ブナオ山観察舎の施設紹介および観察できる動物」他、
1 月16日（月） 〇実習「かんじきハイク」
9:30~16:30 講師 鹿林総合研究センター林業試験場

ブナオ山観察舎他 研究主幹江崎功二郎
く第5日＞ 〇講義「里山里海学習リ ー ダ ー になる～教員の役割
2月10日（金） とそのヒント～」（仮）
13:30~16:30 〇実践報告・協議
県教育センター 講師・助言者常莱大学大学院教授田代直幸

◇校内研修サポート事業 〇学習指導・教材開発サポー ト
＜小学校・中学校•特別支援学校（小学部・中学部・高等部）＞

：芸迄孟t:；科（物理） I ：芸醤委乞t:::（化学） I：喜尽孟菜t:：科（生物）

【50305】
高等学校理科（全）

[50309】
高等学校理科（地学）

※小学校には義務教育学校の前期課程を、中学校には義務教育学校の後期課程を含むものとする。
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◆県内理科関係行事◆

◇第53回石川県理科教育研究大会（輪島・鳳珠・珠洲大会）

大会主題：小・中・高をつなぐ理科教育のあり方

期 日：平成28年10月14日（金）

会 場：輪島市立河井小学校

輪島市立輪島中学校

石川県立輪島高等学校

◇第18回いしかわ高校生物のつどい

期 日：平成28年12月11日（日）

会 場：石川県立金沢伏見高等学校

◇第31回石川地区中学高校生徒化学研究発表会

期 日：平成28年12月23日（祝）

会 場：石川県文教会 館

◇第7回石川県中学・高校物理研究発表会

期 日：平成28年12月11日（日）

会 場：石川県立金沢泉丘裔等学校

◇第7回科学の祭典

期 日：平成28年8月5日（金）

会 場： 金沢市立玉川こども図書館

◆全国理科研究大会等◆

◇第49回全国小学校理科研究大会（大阪大会）

大会主題：知識基盤社会の時代を切り拓く人間を育

てる理科教育

研究主題：自然への問いをもち、 自らの学びを他者

と共有しながら深めていく子どもの育成

～「感性」と「理性」が高まる理科学習の展開～

期 日：平成28年11月10日（木） ・ 11日（金）

会 場：大阪市中央公会堂

大阪市立中大江小学校

大阪市古市小学校

堺市立浜寺石津小学校

◇第63回全国中学校理科教育研究大会（群馬大会）

大会主題：自然との関わりを通して、 科学的に探究

する力を育む理科教育

研究主題：科学的な査質や能力を育み、 農かな未来

を創造する理科教育

期 日：平成28年8月4日（木）．5日（金）

会 場：群馬音楽センター（高崎 市）

高崎シティギャラリ ー （高崎市）

◇平成28年度全国理科教育大会（石川大会）

第87回 日本理化学協会総会

大会主題：確かな未来を担う理科教育

～探究する力を育むために～

期 日：平成28年8月8日（月）～10日（水）

会 場：金沢工業大学

◇日本生物教育会第71回全国大会（熊本大会）
大会主題：身近なところからの生物教育

期 日：平成28年8月5日（金）～9日（火）
会 場：東海大学熊本キャンパス

（熊本県熊本市東区渡鹿）

◇平成28年度全国地学教育研究大会（徳島大会）

大会テ ー マ：自然を生かし、 社会に活きる地学教育

期 日：平成28年10月8日（土）～10日（月）

会 場：嗚門教育大学

石川県科学教育振興会会員企業（五十音順）

卸アー ル・ エム計測器／卸アイ ・ オ ー ・ データ機器／アサヒ装設卸／アムズ卸／石井電機商会／石川県経営者協会

卸石川鋼材商会／味石川コンピュ ー タ ・ センタ ー ／石川 テレビ放送闊／石川トヨタ 自動車闊／（掬うつのみや

EIZO（掬／（樹江口組／NHK金沢放送局／かがつう（樹／昧柿本商会／卸勝木太郎助商店／カナカン 卸／金沢棗境管理誅

金沢商工会議所／金沢信用金庫／北村プレス工業（梱／共和電機工業卸／（齢金太／黒川工業�／�小林太一印刷所

小松商工会議所／味坂尾甘蕗堂／誅ジェスクホリウチ／聡柴舟小出／澁谷工業卸／昭和鋳エ（樹／卸スギヨ

千田書店 ／第一電機工業（掬／（梱ダイシン／大同工業（梱 ／太平ビルサ ー ビス（樹／（籾高井製作所／宝機械工業（樹

中日新聞社北陸本社／津 田駒工業卸／卸東振精機／直源醤油卸／卸中島商店／中村留精密工業誅／七尾商工会議所

ニッコー 卸／日成ビルド工業（掬／日本 海建設卸／のと共栄信用金庫／能美防災（齢金沢支社／卸PFU／東野産業卸
卸東山商会／疋田産業株／條福光屋／ホクシ ョ ー 誅

誅ほくつ う ／ホクモウ卸 ／ 北 陸 総合笞備保障味

北陸電力（梱石川支店／北陸放送（梱／北菱 電興卸／北國新聞社誅）

毎日新聞社北陸総局／松村物産卸／丸三織布（樹／（掬丸西組

丸文 通 商 （樹 ／三谷産業 卸 ／ミナミ金）属卸 ／明祥卸

卸ヤギコーポレーション／昧山岸建築設計事務所／昧山岸製作所

卸山田時計店／（梱ヤマト醤油味噌／良川織物工業協同組合

ヨ シダ印 刷 闊 ／ 卸米沢鉄工所 ／米沢祉気工事（株）

読売新聞北陸支社金沢支局／菱機工業卸
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